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〈水稲の作況〉（９月１５日時点）
　東北農政局秋田県拠点統計チームが公表した、コメの作柄概況によると、秋田県内の作況指数は
前年同期比１ポイント増の１０３「やや良」でした。９月１５日現在における水稲の作柄は、出穂期以
降、おおむね気温・日照時間が平年を上回って経過し、登熟が「やや良」と見込まれることから１０
ａ当たり予想収量は５８９㎏（県北は５７１㎏）となり前年産に比べて４㎏（県北は５㎏）の増加が見込
まれている。

来年の稲づくりは今秋から
□あきた白神米の品質・食味向上は土づくりから□
　今年度のような記録的な猛暑など近年の異常気象条件下では、①土壌のケイ酸分の減少②腐食含
有量の欠乏③ＰＨの低下など、地力の低下により生育後半に稲体が活力を落とし、米の品質・食味
低下に繋がっています。土づくり資材を施用し、土壌中の腐植を高めることは化学肥料の低減にも
つながることからコスト削減の有効的な対策といえます。土壌に不足している養分の補給を目的と
したケイ酸資材の施用、有機物の投入、作土深の確保などは決して省略せず、確実な土づくりを行
いましょう。
　水稲は好ケイ酸植物といわれています。ケイ酸は、根
の酸化力を増進し、病害虫や土壌還元に伴う各種阻害要
因に対して抵抗性を高める効果があります。したがっ
て、毎年継続して、ケイ酸資材を施用することが望まし
く、特に砂質土水田や秋落ち水田等でその効果が高くな
ります。
★秋わらすき込み効果とポイント★
■�土を柔らかくして、土の養分を抱える力が向上する。
■地力の維持増進、土壌の改善・品質向上に役立つ。
■�稲わらの分解を促進するために、収穫が終わったら速やかに行いましょう。

　土づくり実施、未実施者別の食味値平均では、やはり土づくりを
行っている方のほうが食味値は高くなります。土づくり資材（ケイ
カル肥料）の散布量と食味値の平均では、散布量が多いほど食味が
高くなる傾向にあります。

水稲

バラ散布風景

　土づくり資材（バラ散布肥料１００㎏／１０ａ）の散布委託申込
書の提出期日は、１０月３１日（月）までとなっています。散布を
希望される方は、平成２９年用営農資材予約注文書の申込用紙
に記入の上、期日までの提出をお願いします。

◆土壌改良資材の委託散布について◆

牡羊座（3・21〜4・19）　気まぐれになりやすい時期です。いいかげんな言動で周囲ともめないよう、ご用心。芸術鑑賞をすると開運効果が
今月のあなたの運勢（2016年10月）
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